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移動ベースの遠隔情景表示システムの評価 
前年度に構築した移動ベースの遠隔情景表示システムについて評価した．移動ベースの遠隔情景表
示システムは移動ベースの周囲をネットワーク越しに見回すことができ，従来よりも移動ベースの
周囲の状況を把握することが容易になることが予想されるため，被験者実験を行いどのようなこと
ができ，どのようなことが問題となるかを明らかにした． 
構築した移動ベースの遠隔情景表示システムは人間の歩行と移動ベースの移動方法に違いがある
ものの直感的に操作することができた．ただ，通信および機械遅延により，ユーザーが歩き始めて
からユーザーが移動ベースの移動を画像により確認するまで約2秒の遅延があり，子の遅延が問題
となる場合がまま見受けられた．例えば，目標地点の直前で停止するタスクでは目標地点の1m手前
から35cm行き過ぎる範囲でばらつきがあった．時間をかけて操縦したユーザーのほうがいい結果が
出た．その他，様々なタスクにより評価実験を行ったがやはり遅延が操作の問題になった．通信や
機械遅延はどうしても存在してしまうため，CGなどにより画像上に移動ベースの現在の予測位置を
表示するなど，ユーザーインターフェースの改良が望ましい．その他の問題点としては解像度の低
さ，歩行速度と実際の移動ベースの速度の不一致などもアンケートの結果から示された．これらも
同様にユーザーインターフェースの改良が求められる．しかし，単なるジョイスティックとモニタ
ーによる操作と比較すると，構築したシステムは直感的でわかりやすく，また操作しやすいという
結果が定量的に示され，本システムの有用性が示された． 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  
添付すること。 
10. キーワード 
  (1) 移動ロボット                (2) 遠隔操縦                     (3) 全方位画像センサ 
  (4) 没入感ディスプレイ          (5) システム評価                 (6) 被験者実験 
  (7)                             (8)                                           (裏面に続く) 
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